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白色雑 音 につ いて調べ それが
ことを示 し､ システムサイ ズ が
るか具 体 的 に示す｡
ぞれの重 みP(r)のq乗 の和 の対数 を
置 く｡ この r(q,r)を使 って αを
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理論的 な考察 :
ここで はx軸上 の デ ータ列 D(Ⅹ)につ いて P(r)を次 の よ うに定義す る｡
Pcr･) =
1叫 YlL i叫 t.1㌦
言 h h - 主 叫 E幻
讐vv心 tー＼
こ こで (zn(I))r≡ 【n(nr),m((n+1)r日,n=[0,N/r],Nはデー タの総 数
これ を使 ってサ イズr忙つ いてのPi(r)のq乗 の和 は
息 I
p- - 一一一巾 七日 (vv"I,-･･ - vvt- )1､




よ 帰 (山 日,-･- (p-ヂ>
a ABaV-
m(Ⅹ)の分 布が ガ ウシア ンで あ るよ うなホワイ トノイズ を考 え る とm(Ⅹ)が
無相関で あ るこ と と､n(I)の三次以上 の キュム ラ y ト平均 が0{･あ るか ら､
適当 な針弁 によ りスケ ール依存 なf-qはqが大 き くな い ところで ､
r/rc>>1の時 次 の よ うに近似で きる｡




>乞 ト･tも- い 打 ､
拍 LP' 三･q･(乞､h,･各 一 之(- ,=一芸<(ト恥-技 巧
これか らトQは放物線 {･､r/rcの値 が大 き くな る に従 って放物線 の形 が
鋭 くな り､頂 点 比 (∫.q)=(1,l) に近付 いて行 く｡ (Fig.3)
ま とめ :
この様 にホ ワイ トノイズ{･もト qの形 が きれ い な放物 線 と して{･て しま う
こ とが あ る｡だか らスケール依存なト αを調 べ て ス ケール に対 してト αの
形 が変 わ らな い こ とを確か め る必要があ る｡
晦 ま 工轟 q=_3.4,..6,3.6
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Fig.3
